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つ な ん じ か ん

●記事訂正について

先月号で掲載いたしました「戸籍の窓」で「村山　智也さん（栄村）」と掲載しましたが、正しくは「村山　智哉さん（栄村）」でした。

訂正してお詫び申し上げます。

2022年 年賀状配達

１月１日元日

大割野郵便局で

年賀状配達の出発式が

行なわれました

津南町の元日配達数は

９万４千通ほど

雪の降るなか

年賀状を待つ皆さんへ

届けられました
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令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
か

ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
末
か
ら
新
た

な
変
異
株
が
確
認
さ
れ
、
流
行
の
兆
し
も
見

え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
迅
速
な
初
動
対

応
よ
る
感
染
拡
大
防
止
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

加
速
を
は
じ
め
、
町
民
生
活
や
産
業
支
援
を

し
て
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、
津
南
の

各
界
を
引
っ
ぱ
る
担
い
手
、
後
継
者
を
さ

ら
に
増
や
す
施
策
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

全
世
代
の
町
民
の
福
祉
向
上
へ
、
舵
を
取
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
種

施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
主
産
業
で
あ

る
農
業
で
は
、
農
業
経
営
の
法
人
化
や
ほ

場
整
備
な
ど
の
構
造
改
革
を
は
じ
め
、
米

の
食
味
向
上
と
園
芸
１
億
円
産
地
の
育
成
、

販
売
対
策
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
新
た
に
、
津
南
の
豊
富
な

水
や
雪
な
ど
「
環
境
の
力
」
を
敬
い
、
活

用
し
、
２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
入
り

を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
の
地
域

内
循
環
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
と
他
の
産
業
を
連
携
さ
せ
、

地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
」
の
設
立
を

目
指
し
ま
す
。多
様
な
人
々
が
出
入
り
で
き
、

商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
と
な
る
「
ま
ち
な
か

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
の
整
備
、
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
う
方
針
で

す
。
今
年
は
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
「
大

地
の
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
訪
者

と
地
域
と
の
新
た
な
交
流
の
形
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
少
子
化
・
高
齢
化
時
代
の
保
育

環
境
、
医
療
や
介
護
の
環
境
を
整
え
、
魅
力

を
高
め
て
参
り
た
い
と
の
思
い
で
す
。
身
近

な
医
療
で
あ
る
町
立
津
南
病
院
は
、
今
年
度

も
経
営
改
善
が
進
ん
で
お
り
、
当
面
の
医
療

機
能
の
維
持
が
で
き
る
と
の
手
ご
た
え
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
希
望
は
新
し
い
勇
気
を
も
た
ら

し
、
何
度
で
も
、
強
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ

ま
す
。
過
去
に
学
び
、
工
夫
と
改
善
に
よ
っ

て
、
一
つ
ず
つ
道
筋
を
つ
け
な
が
ら
町
づ
く

り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
希

望
の
一
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

津南町長　桑原　悠

年
頭
あ
い
さ
つ
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津南病院長　林　裕作

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

国
内
蔓
延
に
伴
い
、
私
も
、
毎
週
の
よ
う
に

十
日
町
地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
の
方
々
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
情
報
交
換
・
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、感
じ
た
こ
と
は
、

津
南
町
の
ス
モ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
例
え

ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
が

多
い
市
町
村
で
は
、
調
整
が
大
変
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
一
方
、町
内
の
医
療
機
関
は
、

津
南
病
院
と
石
川
医
院
、
古
藤
医
院
の
み
で

あ
る
た
め
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
感
染
拡
大
予
防
対
策
に
と
て
も

効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
診
療
報
酬
改
定
の
年
で
あ
り
、
ま

た
地
域
医
療
構
想
、
働
き
方
改
革
な
ど
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
変
革
の
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
を
生
き
抜
く
に

は
、
情
報
戦
で
遅
れ
を
取
ら
な
い
こ
と
が
肝

要
で
す
。
津
南
病
院
に
お
い
て
も
、
旧
態
依

然
と
な
ら
ず
に
先
進
的
な
情
報
を
進
ん
で
取

り
に
行
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
院
は
身
近
な
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

と
し
て
、
地
域
と
共
に
生
き
、
信
頼
さ
れ
る

医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
本
年
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
健
や
か
に
新
年
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
昨
年
11
月
の
臨
時
会
に
て

津
南
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
の
振

興
と
町
政
発
展
の
た
め
、
専
心
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
よ
り
一
層

大
き
く
反
映
さ
れ
た
年
で
し
た
。
津
南
町
に

お
い
て
も
商
工
・
観
光
業
の
皆
様
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
業
種
に
お
い
て
大
変
厳
し
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
当
局
挙
げ
て
の
ご

尽
力
と
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に

よ
り
全
体
で
90
％
を
超
え
る
接
種
率
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
政
関
係
で
は
、
前
年
度
に

「
第
６
次
津
南
町
総
合
振
興
計
画
及
び
第
２

期
津
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
実
行

に
移
す
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
人

口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
、

津
南
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
社
会
や
町
民
の
生

活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
で
は
今
後
も
、
定
例
会
時
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
議
会
報
の
発
行
な
ど
、

よ
り
町
民
に
寄
り
添
っ
た
身
近
な
議
会
と
な

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
検
討
・
実

践
し
、議
会
改
革
を
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
１
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

津南町議会議長　恩田　稔
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確定申告の時期となりました。令和３年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書の受付と納税は、
令和４年２月 16 日㈬から同年３月 15 日㈫までです。申告期限近くになると、相談会場も混雑します
ので、e-Tax のご利用または郵送での提出をお勧めします。

LINE アプリからの
入場整理券取得方法

S T E P  1
LINE アプリから「国税庁 LINE
公式アカウント」を友だち追加

S T E P  2
「トーク」画面から

「相談を申し込む」を選択

S T E P  3
税務署や来場希望日時を選択

S T E P  4
内容を確認し「申込」をタッ
プすれば完了。入場時に申込
完了画面を掲示すればOK

国税庁
LINE 公式アカウント

LINE のホーム画面
から「国税庁」で
検索できます。

感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に

「
ご
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
ご
自
宅
か
ら
申
告
で

き
る
e
‐
T
a
x
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
ご
相
談
は
、
ご
自
宅
か
ら
電
話

や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。
e
‐

T
a
x
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
に

つ
い
て
も
お
電
話
で
お
尋
ね
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
日
町
税
務
署

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す

　

十
日
町
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会

場
へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
は
税
務
署
会
場
で
当
日
配

付
し
ま
す
が
、
L
I
N
E
ア
プ
リ
を
通
じ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

当
日
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
応
じ

て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

当
日
の
配
付
状
況
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

（
令
和
４
年
２
月
16
日
掲
載
開
始
予
定
）

農業所得収支内訳書の
作成相談会

　事前の申し込みは不要で、相談時間内
に随時ご相談をお受けいたします。

●開催日
　２月２日㈬・３日㈭
●相談時間
　午前９時から正午、
　午後１時から４時
●会　　場
　津南町役場３階　大会議室
●お持ちいただくもの
①農産物の販売金額がわかるもの
②農業に関して支出した費用がわか
るもの（領収書や通帳）

③農業収支に関する JA・共済等から
の各種通知書

④固定資産税の課税明細書
⑤筆記用具・電卓
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ダメ

資
料
は

自
分
で
準
備
!!

津
南
町
の
申
告
相
談
日
程

　

津
南
町
の
申
告
相
談
日
程
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
相
談
時
に
は
、
次
の
も
の
を
持
参

く
だ
さ
い
。

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
及
び

　

身
元
確
認
書
類

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
１
点
、
ま
た
は
番

号
確
認
書
類（
※
１
）＋
身
元
確
認
書
類（
※
２
）

の
２
点

※
１
…
通
知
カ
ー
ド
（
券
面
に
記
載
の
住
所
ま
た
は
氏

名
に
変
更
が
な
い
か
た
の
み
）、
個
人
番
号
の
記
載
の

あ
る
住
民
票
の
写
し

※
２
…
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

□
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
識
別
番
号
）

　

役
場
会
場
に
お
い
て
申
告
相
談
を
さ
れ
た

か
た
に
は
、そ
の
場
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
取
得
の
か
た
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

□
申
告
資
料

　

相
談
に
使
用
す
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
事
前
に
収
入
や
支
出
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
集
計
や
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
う
え
で
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

相
談
時
に
書
類
の
整
理
か
ら
始
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■申告相談の日程表

次に該当する場合は、

e-Tax や 十日町税務署 で申告を行なってください
●青色申告をする人
●土地・建物等の譲渡所得、株式等にかかる譲渡所得、先物取引にかかる雑所得等がある人
●初めて住宅借入金等特別控除を申告する人
　 複数年続く特別控除の1年目の申告は重要です。他にリフォームなどで特別控除を受けるかたは税務署で申告してください。

●相続税、贈与税、消費税の申告をする人　●令和２年分以前の申告をする人

注

開　催　日 会　場
相 談 時 間

午　前 午　後

2 月 16 日㈬ 上郷クローブ座 ９時～ 12 時 1 時～ 3 時

2 月 17 日㈭ 竜神の館 ９時～ 12 時 1 時～ 3 時

2 月 18 日㈮

結東克雪管理センター ９時 30 分～ 12 時 1 時～ 3 時

米原公民館 ９時～ 12 時

所平克雪管理センター 1 時 30 分～ 3 時

2 月 21 日㈪
～ 3 月 15 日㈫ 
※土・日・祝日を除く

役場 3 階大会議室 8 時 30 分～ 12 時
（受付：8時30分～11時30分）

1 時～ 4 時
（受付：午前11時30分～午後4時）

IC カードリーダーを貸し出します
　マイナンバーカードを使ってご自宅のパソコンで e-Tax で申告する場合、パソコンの画面に表示された
2次元バーコードをスマホで読み取る方法とマイナンバーカードの情報を読み込む IC カードリーダーとい
う機器を使用する方法があります。IC カードリーダーをお持ちでないかたのために町で貸し出し用を用意
しましたので、希望されるかたはお問い合わせください。なお、今年度は会場に個人が利用できる e-Tax
用のパソコンを設置しません。ご自宅等からお願いいたします。

お問い合わせ▶十日町税務署（752-3181）／税務町民課（765-3113）
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確
定
申
告
会
場
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
…

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
申
請
し
ま
せ
ん
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
と

し
て
確
定
申
告
会
場
で
申
請
受
付
を
行
い

ま
す
。
申
告
相
談
の
待
ち
時
間
に
申
請
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

申
告
相
談
会
場
開
設
期
間
中
の

　

月
曜
日
及
び
火
曜
日

　

２
月
21
日
㈪
、
22
日
㈫
、
28
日
㈪
、

　

３
月
１
日
㈫
、
７
日
㈪
、
８
日
㈫
、

　

14
日
㈪
、
15
日
㈫

〇
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

■
会
場

　

津
南
町
役
場
３
階
大
会
議
室

■
持
参
す
る
も
の

〇
本
人
確
認
書
類

　

次
の
Ａ
１
点
ま
た
は
Ｂ
２
点

Ａ
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
が
い
者

手
帳
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真

付
き
）、　

在
留
カ
ー
ド
、特
別
永
住
者
証
、

運
転
経
歴
証
明
書
（
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
の
交
付
に
限
る
）

Ｂ
次
の
も
の
で
「
氏
名
＋
生
年
月
日
」
ま
た

は
「
氏
名
＋
住
民
票
記
載
の
住
所
」
の
記

載
の
あ
る
も
の
。

　

健
康
保
険
証
、
健
康
保
険
証
限
度
額
認
定

証
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
、
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
学
生
証
、

診
察
券
、
社
員
証

〇
通
知
カ
ー
ド

※
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
紛
失
届
の
記
入
が

必
要
で
す
。

■
事
前
準
備

　

当
日
暗
証
番
号
の
設
定
が
必
要
で
す
の

で
、
次
の
①
～
④
の
暗
証
番
号
を
決
め
て
お

く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

①
署
名
用
電
子
証
明
書

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

③
住
民
基
本
台
帳
用

④
券
面
事
項
入
力
補
助
用

※
①
数
字
・
英
字
（
大
文
字
の
み
）
の
組
み

合
わ
せ
６
桁
以
上
16
桁
以
内

　

②
～
④
数
字
４
桁

　
（
共
通
で
も
可
）

■
申
請
当
日
か
ら
受
取
ま
で
の
流
れ

〇
事
前
準
備

　

必
要
書
類
を
準
備

　
　
　

↓

〇
申
請
受
付

　

申
告
相
談
受
付
の
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

　

カ
ー
ド
の
申
請
も
し
た
い
旨
を
伝
え
る
。

　
　
　

↓

〇
申
請

　

・
必
要
書
類
に
記
入
す
る

　
　
（
暗
証
番
号
の
記
入
）

　

・
写
真
撮
影

　
　
　

↓

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

　

本
人
限
定
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
る
ま

　

で
約
１
か
月
程
度
要
し
ま
す
。

■
注
意
事
項
等

　

当
日
申
請
に
要
す
る
時
間
は
10
分
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
受
付
で
き
る
か
た
は
、
申
請
者
本

人
の
み
と
な
り
ま
す
。
代
理
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

本
人
確
認
書
類
等
が
揃
っ
て
い
な
い
と
申

請
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

必
要
書
類
を
確
認
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

申
請
サ
ポ
ー
ト
と
し
ま
し
て
、
相
談
等
も

実
施
し
ま
す
の
で
、
申
請
以
外
で
も
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

●
ア
プ
リ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

証
明
書
が
取
得
で
き
る
！

●
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る
！

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
！

　

専
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書

（
電
子
版
）
を
取
得
で
き
、
画
面
上
で
簡

単
に
提
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

取
得
方
法
は
、
広
報
つ
な
ん
１
月
５

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
利
用
申
込
を
す
る

こ
と
で
、
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

　

就
職
や
転
職
、
引
越
を
し
て
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
ず
っ
と
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、発
行
を
待
た
ず
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
第
２
弾
と
し

て
、
最
大
２
０
，
０
０
０
円
分
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、

次
ペ
ー
ジ
へ
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
つ
の
方
法
・

場
所
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
24
時

間
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
時
に
ご
自
身

で
設
定
し
た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
４
桁
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
パ
ソ
コ

ン
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申

込
サ
イ
ト
を
検
索
し
ま
す
。

　

対
象
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
か
ら
利
用
し
た
い

も
の
を
選
択
し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
申

し
込
み
ま
す
。

※
詳
し
い
申
し
込
み
の
流
れ
は
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
画
像
付
き
で
確
認
で
き

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
手
続
が

安
心
・
安
全
に
、
か
つ
無
料
で
で
き
る
場
所

で
す
。
全
国
約
９
万
か
所
の
端
末
で
お
手
続

き
が
可
能
で
す
。

　

津
南
町
に
は
次
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

〇
津
南
町
役
場
税
務
町
民
課
窓
口

〇
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
津
南
店

〇
日
本
郵
便

　

大
割
野
郵
便
局
、
下
船
渡
郵
便
局
、

　

秋
成
郵
便
局
、
芦
ヶ
崎
郵
便
局
、

　

宮
野
原
郵
便
局
、
外
丸
郵
便
局

〇
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
津
南
町
正
面
店
、

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
津
南
町
十
二
ノ
木
店

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

〇
健
康
保
険
証
利
用

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

〇
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

https://m
ynum

bercard.
point.soum

u.go.jp/flow
/

m
ykey-get/

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

申
し
込
み
ま
し
ょ
う
！

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

ま
た
は

　

パ
ソ
コ
ン
＋
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
ス
ポ
ッ
ト

準
備
す
る
も
の

申
し
込
み
方
法

このマーク
が目印！

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
し
込
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

  
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
！

第
２
弾

マイナポイント事業
ホームページ

※ 1　マイナポイントの申込後、選
択 し た キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済
サービスでチャージまたはお
買い物をする必要があります。

※２　マイナンバーカードをすでに
取得したかたのうち、マイナ
ポイント第１弾の未申込者も
含みます。

※３　「健康保険証としての利用申
込」「公金受取口座の登録」に
よるマイナポイント付与は準
備ができしだい開始する予定
です。詳細はマイナポイント
事業ホームページにてご確認
ください。

マイナンバー
カードの
新規取得で 5，000円分

※ 1  ※ 2

健康保険証
としての
利用申込で 7，500円分

※ 3

公金受取
口座の登録で7，500円分

※ 3

＋

＋

＝
最大 20，000円分の
　マイナポイントがもらえる！
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LETTER

津南町国民健康保険の１人当たり
医療費の推移（年平均）

0
（円） 平成30年 令和元年 令和２年

50000

100000

150000

200000

250000

300000

244,400円
227,584円

255,855円 一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

近
年
確
実
に
伸
び
て
い
る
！

　

医
療
費
は
年
ご
と
に
変
動
は
あ
り
ま
す

が
、高
齢
者
の
増
加
や
医
療
技
術
の
高
度
化
、

療
養
期
間
の
長
い
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※
令
和
２
年
度
の
医
療
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
い
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
が
減
っ
た

こ
と
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

なっ

得

医
療
費
控
除
は
10
万
円
を

超
え
な
け
れ
ば
出
来
な
い
？

　

一
般
的
に
、
医
療
費
控
除
は
、
医
療
費
が

10
万
円
を
超
え
た
ら
、
そ
の
分
だ
け
が
対
象

に
な
る
。
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
た
が
多
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
左
の
図
の
よ
う
に
控

除
を
受
け
る
か
た
の
総
所
得
金
額
等
（
収
入

で
は
な
い
）
に
よ
っ
て
は
、
支
払
っ
た
金
額

が
10
万
円
以
下
で
も
、
医
療
費
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

手
続
き
に
は
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
２
月
に
発
送
す

る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
添
付
す
る
こ

と
に
よ
り
明
細
部
分
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
医
療
費
の
増
加
で
保
険
料
ア
ッ
プ
!?

　

皆
さ
ん
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の

医
療
費
は
、
加
入
者
か
ら
の
保
険
料
や
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
保
険
料
は
、
推
測
さ
れ
る
そ
の

年
の
医
療
費
総
額
を
も
と
に
計
算
す
る
た

め
、
医
療
費
の
増
加
は
保
険
料
の
増
加
に
繋

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
医
療
費
の
増
加
を
防
ぎ
、
節
約
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
費
節
約 

５
つ 

の
ポ
イ
ン
ト

①
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
が
変
わ
れ
ば
、
検
査
や
治
療
な

ど
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
ぐ
に
症
状
が
改
善
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
医
療
機
関
を
受
診
せ
ず
、
か
か

り
つ
け
医
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

②
時
間
外
受
診
を
避
け
ま
し
ょ
う
！

　

緊
急
・
特
別
な
場
合
を
除
い
て
は
、
時
間

内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
薬
ね
だ
り
・
飲
み
残
し
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

薬
を
必
要
以
上
に
欲
し
が
っ
た
り
、
勝
手

に
飲
む
の
を
や
め
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

薬
ね
だ
り
や
飲
み
残
し
を
減
ら
す
こ
と
で
医

療
費
が
節
約
で
き
ま
す
の
で
、
医
師
・
薬
剤

師
に
相
談
し
、
適
切
な
用
法
・
用
量
で
飲
み

ま
し
ょ
う
。

④
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

年
に
１
回
は
健
康
診
断
、
各
種
検
診
を
受

け
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
体
に
い
い
こ
と
し
て
い
ま
す
か
？

　

健
康
で
い
る
こ
と
が
、
医
療
費
節
約
の
基

本
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
適
度

な
運
動
、
心
と
体
に
十
分
な
休
養
を
与
え
る

な
ど
、
普
段
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

知っ

得医療費控除の対象となる金額

10万円未満でも
医療費控除が
受けられる例

実際に支払った
医療費の合計額 −

引く

−
引く

−
引く

−
引く保険金などで

補填される金額

10 万円か
総所得金額等の
5％のどちらか

低いほう

実際に支払った
医療費の合計額

9万円

保険金などで
補填される金額

1万円

＝

前年の総所得金額等が 140 万円のかたが、
前年に９万円を支払い、
保険会社から１万円の補填があった場合。
※前年とは H31.1.1 ～ R1.12.31 の日付をさします

10万円か総所得金額等の
5％のどちらか低いほう

7万円
※総所得金額等が 140 万円

のかたはその 5% にあたる
7 万円を使います

医療費に控除の対象にならないものもあります。
詳しくは税務署や税務町民課税務班までお問い合わせください。

＝ 1万円医療費控除の
対象となる金額

も
う
す
ぐ
確
定
申
告
の
季
節

国

だ
よ
り
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大好き
津南町
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子
ど
も
の
時
か
ら
取
組
む

　
　
　

生
活
習
慣
病
予
防

～
小
中
学
生
の
血
液
検
査
等
の
結
果
か
ら
～

　

津
南
町
の
特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
有

所
見
率
を
見
る
と
、
県
や
国
と
比
較
す
る
と

血
糖
値
が
高
く
、
高
血
圧
と
と
も
に
町
の
健

康
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
18
年

度
か
ら
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
協
力
の

も
と
、保
護
者
と
本
人
の
同
意
を
得
た
児
童
・

生
徒（
小
学
４
年
生
～
町
立
中
学
校
３
年
生
）

を
対
象
に
血
液
検
査
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
の
間
、
検
査
項
目
を
随
時
追
加
し
、
よ
り

充
実
し
た
検
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
受
検
者
及
び
学
校

の
負
担
軽
減
の
た
め
対
象
者
を
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
の
み
に
絞
り
、
事
業
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
実
施
し
た
検
査
は
、
血
中
脂

質
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
血
糖
検
査
（
空

腹
時
血
糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
、
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
指
数　

注
１
）、
肝
機
能
検
査

（
G
O
T
、
G
P
T
、γ
G
T
P
）、
血
圧
測
定
、

身
体
計
測
、腹
囲
測
定
（
小
学
生
の
み
）
で
す
。

　

今
年
度
の
検
査
項
目
の
う
ち
、
血
糖
検
査

を
除
い
て
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
（
２
～
３
か
月

間
の
血
糖
値
の
平
均
値
）
に
関
し
て
は
、
中

学
３
年
生
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
４
割
程

度
の
か
た
が
境
界
値
、
小
学
６
年
生
に
お
い

て
も
令
和
２
年
か
ら
４
割
以
上
の
か
た
が
境

界
値
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
指
数
に
つ
い
て
は
、

中
学
３
年
生
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
６
割
の

か
た
が
高
値
、
小
学
６
年
生
に
お
い
て
も
令

和
２
年
度
か
ら
７
割
以
上
の
か
た
が
高
値
で
、

基
準
値
内
の
生
徒
の
割
合
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
考
え

た
い
で
す
が
、
慎
重
に
経
過
を
観
察
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
冬
期
間
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
と
な
り
、
間
食
の
摂
取
が
増
え
た
り
、
運

動
不
足
に
も
な
り
が
ち
で
す
。
食
事
内
容
の

見
直
し
と
と
も
に
適
度
な
運
動
も
心
が
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

注
１

　
「
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
指
数
」
は
、
血
糖
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
『
イ
ン
ス
リ
ン
』
の
効
き
具
合
を
意
味
し
、

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
指
数
が
高
い
人
で
は
、
血
糖
値
が

下
が
り
に
く
く
な
り
、
血
糖
値
を
正
常
状
態
に
戻
す
た

め
に
よ
り
多
く
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
す
い
臓
の
イ
ン
ス
リ

ン
分
泌
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
、
血
糖
値
が
上
昇
す

る
た
め
に
糖
尿
病
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
糖
尿
病
・
代

謝
・
内
分
泌
内
科
主
任
教
授
の
西
村
先

生
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
今
か
ら
で
も
間
に
合
う

　

自
分
の
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
」

〇
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
ま

し
ょ
う

〇
ジ
ュ
ー
ス
、
ア
イ
ス
な
ど
の
取
り
過

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

〇
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

『
津
南
の
子
ど
も
た
ち
は

生
活
習
慣
病
発
症
リ
ス
ク
が

高
い
!?
』

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
と
協
同
し
て
小
中

学
生
の
血
液
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す

0.0
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今月は
上倉由美子
保健師
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

「
大
地
の
芸
術
祭
」の
里

越
後
妻
有
２
０
２
２
冬

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｔ

　

１
月
29
日
㈯
か
ら
越
後
妻
有
里
山
現
代

美
術
館
Ｍ
ｏ
ｎ
Ｅ
Ｔ
と
ま
つ
だ
い
「
農
舞

台
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
メ
イ

ン
に
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
里 

越
後
妻
有

２
０
２
２
冬
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
開
催
し
ま

す
。
見
て
も
遊
ん
で
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
大
地
の
芸
術
祭

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
津
南
町

観
光
協
会
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　

１
月
29
日
㈯
～
３
月
13
日
㈰

■
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト

　

一
般　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
中
学
生　
　
　

８
０
０
円

※
津
南
町
観
光
協
会
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

　

℡
７
６
１
‐
７
７
６
７

イ
ベ
ン
ト

く
ら
し

雪
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

雪
の
降
る
季
節
に
は
次
の
こ
と
に
ご
注

意
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
注
意
！

　

屋
根
か
ら
転
落
し
負
傷
す
る
事
故
が
毎
年

発
生
し
て
い
ま
す
。
足
を
滑
ら
せ
て
落
下
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
事
故
に
注
意
！

　

道
路
が
凍
結
し
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
、
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
者

は
歩
行
者
に
注
意
し
て
、
消
雪
流
水
道
路
で

は
水
ハ
ネ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
・
ガ
ス
漏
れ
事
故
に
注
意
！

　

火
の
元
に
注
意
し
、
火
災
の
場
合
の
避
難

口
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
へ
の
落
下
等
に
よ
る

ガ
ス
漏
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
車
に
よ
る
作
業
に
ご
協
力
を

　

夜
間
、
道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
屋
根
の
除
雪
後
道
路
に
出
た
雪

は
き
ち
ん
と
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
除
雪
車
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
降
雪
時
は
川
や
側
溝
へ
の

　
雪
の
投
入
を
控
え
ま
し
ょ
う
！

　

降
雪
時
に
雪
を
川
や
側
溝
に
投
入
す
る
と

浸
水
被
害
が
起
き
ま
す
。
お
互
い
の
身
に

な
っ
て
除
雪
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

●
雪
崩
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

山
肌
や
道
路
脇
に
亀
裂
を
発
見
し
た
場
合

は
、役
場
建
設
課
へ
す
ぐ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雪
崩
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

公
益
社
団
法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会

で
は
、
食
品
衛
生
の
重
要
性
を
広
く
国

民
に
周
知
さ
せ
、
食
品
衛
生
思
想
の
普

及
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

食
品
衛
生
功
労
者
表
彰
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
食
品
衛
生
に
積
極
的

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
業
界
の
指
導

及
び
食
品
衛
生
協
会
組
織
の
強
化
な
ら

び
に
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績
と

し
て
次
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　
　

草く
さ

津つ　

進す
す
む　

様
（
赤
沢
）

令
和
３
年
度

　

食
品
衛
生
功
労
者
表
彰
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税理士が少額な所得の確定申告に関する電話相談を無料で行います。
相談を希望の場合には、必ず事前に電話連絡うえ予約してください。
ただし、内容によっては低額の料金が必要になることもあります。

　新潟県司法書士会では、毎年２月の１か月間を「相続登記はお済みですか月間」と定め、相続登記に
ついて県内各司法書士事務所にて無料相談を実施しています。
　この機会にお近くの司法書士事務所にお気軽にご相談ください。無料で相続登記のご相談に応じます。

■日　時　２月１日㈫～２月 28 日㈪　各事務所執務時間内
　　　　　（土曜、休日相談希望の場合は事前に相談先へお問い合わせください）
■場　所　県内各司法書士事務所

また、一年を通じて下記にて無料相談に応じておりますので、ご利用ください。

〇司法書士無料相談
　毎週水曜日　午後１時 30 分～４時　℡ 025-244-5121（面談・電話相談　要予約）
〇司法書士総合相談センター
　平日　午前 10 時～正午、午後１時～４時　℡ 025-240-7867（電話相談）
〇多重債務ホットライン
　平日　午前 10 時～正午、午後１時～４時　℡ 025-240-7974（電話相談）

※表中敬称略

■事前連絡の受付時間　午前９時 30 分～午後４時
■お問い合わせ　　　　関東信越税理士会十日町支部　℡ 757-8750

なお、不明の点は新潟県司法書士会へお尋ねください。
■お問い合わせ　新潟県司法書士会　℡ 025-244-5121

税理士による無料相談

司法書士による相続登記の無料相談月間

２月 氏　名 所在地 電話番号

２日㈬

金
かな

澤
ざわ

　正
まさ

文
ふみ 十日町市水沢第３ ７５５‐５３９０

小
こ

林
ばやし

　文
ふみ

子
こ 十日町市本町６の１ ７５２‐２０７３

水
みず

落
おち

　雅
まさ

史
し 十日町市寿町２ ７５７‐２５４８

村
むら

山
やま

　亮
りょう

太
た 十日町市西本町３ ７５２‐３１２２

３日㈭

今
いま

出
で

川
がわ

　景
けい 十日町市千歳町３ ７５７‐３１５１

大
おお

口
くち

　康
やす

幸
ゆき 津南町陣場下 ７６５‐２５４２

渡
わた

邊
なべ

　　修
おさむ 十日町市本町６の１ ７５２‐２０７３

高
たか

橋
はし

　正
まさ

也
や 十日町市本町西１ ７５７‐２１４４

４日㈮

尾
お

身
み

　信
のぶ

幸
ゆき 十日町市西本町２ ７５７‐８４２１

高
たか

橋
はし

　昇
のり

男
お 十日町市美雪町３ ７５７‐８７５０

和
わ

久
く

井
い

　工
たくみ 十日町市本町６の１ ７５２‐２０７３
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南雲 一人

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、観
光
協
会
所
属

情
報
発
信
担
当
の
南
雲
一
人
で
す
。

　
「
つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
い
う

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
自
分
た
ち

の
津
南
で
の
生
活
の
様
子
を
中
心
に
津
南

の
魅
力
や
農
産
物
、歴
史
文
化
な
ど
を
映
像

で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

つ
い
に
雪
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。降
っ
て

く
る
様
子
を
見
る
と
、ど
う
し
て
も
昨
年
の

短
期
間
で
の
大
雪
が
頭
に
ち
ら
つ
き
、一
気

に
2
m
近
く
積
も
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。12
月
後
半
か
ら

は
一
晩
に
60
㎝
以
上
降
る
日
も
増
え
て
本

格
的
に
降
っ
て
い
る
毎
日
に
津
南
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
は
除

雪
隊
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。先
日
も
除

雪
車
が
動
き
出
す
真
夜
中
の
時
間
帯
に
合

わ
せ
て
撮
影
し
よ
う
と
僕
も
動
こ
う
と
し

た
ら
、降
り
積
も
っ
た
雪
の
量
が
も
の
す
ご

く
多
く
て
、除
雪
さ
れ
て
い
な
い
道
路
で
車

を
動
か
す
こ
と
は
非
常
に
危
険
だ
と
感
じ

ま
し
た
。結
果
、車
を
動
か
す
の
は
除
雪
が

入
っ
て
か
ら
に
し
て
、除
雪
が
入
る
前
は
自

宅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
範
囲
で
撮
影
を
進
め

る
こ
と
に
。改
め
て
除
雪
隊
の
皆
さ
ん
が

動
い
て
い
る
か
ら
、道
路
の
雪
が
キ
レ
イ
に

な
っ
て
い
て
、だ
か
ら
僕
た
ち
が
朝
動
け
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
活
面
で
も
除
雪
に
関
し
て
の
作

業
を
す
る
時
間
も
増
え
て
、ま
だ
ま
だ
慣
れ

な
い
な
が
ら
も
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
な
ん

と
か
や
っ
て
い
ま
す
。自
宅
が
道
沿
い
な
の

で
除
雪
中
に
車
で
す
れ
違
う
集
落
の
か
た

が
た
と
の
会
釈
な
ど
の
や
り
と
り
や
直
接

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
嬉
し
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

い
つ
も
、つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、撮
影
を
快
く
承

諾
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
、集
落

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、い
ろ
ん
な
か
た
が
た

に
支
え
ら
れ
て
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
役
場
の
ロ
ビ
ー
、観
光
協
会
で

も
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
【
つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
】は 

こ
の
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

制
作
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
が

ま
だ
の
か
た
は
是
非

お
願
い
し
ま
す
！

農
業
の

知
識

豆

●
国
の
生
産
目
標

　

農
林
水
産
省
は
11
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
産
米
主
食
用
米
等
の
生

産
量
を
３
年
産
米
よ
り
26
万
ト
ン
少
な
い

６
７
５
万
ト
ン
と
設
定
し
ま
し
た
。

●
新
潟
県
の
生
産
目
標

　

新
潟
県
に
お
い
て
、
主
食
用
米

の
在
庫
状
況
は
依
然
高
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化

す
る
中
で
、
主
食
用
米
の
生
産
目

標
を
53
万
８
千
ト
ン
と
設
定
し
ま

し
た
。

●
新
潟
県
の
方
針

　

新
潟
県
は
、
需
給
の
適
正
化
を

図
る
た
め
に
も
、
令
和
４
年
産
に

お
い
て
も
引
き
続
き
主
食
用
米
か

ら
非
主
食
用
米
等
へ
の
転
換
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
強
み
で
あ
る
米
菓

や
米
粉
な
ど
の
米
関
連
食
品
産
業

等
と
連
携
を
強
化
し
、
原
料
と
な

る
非
主
食
用
米
を
需
要
に
合
わ
せ
安
定
的
に

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
は
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
基

本
と
し
つ
つ
、
主
食
用
米
・
非
主
食
用
米
合

わ
せ
た
新
潟
米
全
体
の
需
要
拡
大
と
、
生
産

者
所
得
の
最
大
化
の
た
め
の
多
様
な
米
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

令
和
４
年
産
米
の

　
　
　

需
要
に
応
じ
た
生
産

【令和４年産 国・県主食用米生産目標】
■国

令和3/4
（令和３年産）

令和4/5
（令和４年産）

期首６月末在庫 （A） 218.0 213.0
生産量 （B） 701.0 675.0
需要量 （C） 702.0 692.0
期末６月末在庫 （A）+（B）-（C） 213.0 196.0

（単位：万トン）

■県
令和3/4

（令和３年産）
令和4/5

（令和４年産）

期首６月末在庫 （A） 15.0 13.3
生産量 （B） 53.9 53.8
需要量 （C） 55.6 55.5
期末６月末在庫 （A）+（B）-（C） 13.3 11.6

（単位：万トン）
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第
２
回  

津
南
町 

米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
３
年
度

　

津
南
町
で
は
、
令
和
５
年
に
国
内
最
大

規
模
を
誇
る
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国

際
大
会
in
つ
な
ん
（
仮
称
）」
を
開
催
予

定
で
す
。
こ
の
国
際
大
会
の
開
催
に
向
け

て
、
２
回
目
の
開
催
と
な
る
「
津
南
町　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

審
査
に
つ
い
て

　
「
第
23
回　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
：
国
際
大
会
in
富
士
山
（
静
岡
県

駿
東
郡
小
山
町
）」
に
津
南
町
か
ら
出
品
さ

れ
た
中
か
ら
上
位
の
か
た
を
選
出
し
、
審

査
員
９
名
が
６
品
の
お
米
の
実
食
を
し
て

行
い
ま
し
た
。

「
最
優
秀
賞
」は
森も
り

口ぐ
ち 

幸ゆ
き

憲の
り 

様

　

炊
飯
さ
れ
た
６
名
分
の
お
米
の
外
観
、
香

り
、
味
、
粘
り
、
硬
さ
を
１
つ
１
つ
食
べ
て

吟
味
し
審
査
員
が
採
点
し
た
結
果
、
森
口
幸

憲
様
が
「
最
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
お
米
そ
れ
ぞ
れ
が
美
味
し
く
、

審
査
員
か
ら
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
と
い
う
声

も
あ
っ
た
中
で
、
最
も
食
味
の
評
価
が
高

か
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

「
み
ど
り
戦
略 
特
別
賞
」は

  

グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南 

様

　
「
み
ど
り
戦
略 

特
別
賞
」
は
、
農
事
組
合

法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
様
が
受
賞
し
ま

し
た
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
化
学
肥
料

及
び
化
学
農
薬
の
低
減
に
取
り
組
み
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
取
り
入
れ
た
栽
培
を
さ

れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

み
ど
り
戦
略

　

農
林
水
産
省
が
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向

上
と
持
続
性
の
両
立
を
目
指
し
て
掲

げ
る
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
の
通
称
。　
　
　
　

詳
細
→

「
み
ど
り
戦
略 

特
別
賞
」を
新
設

　

令
和
３
年
３
月
に
津
南
町
は
「
２
０
５
０

年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
新
た
に
「
み
ど
り
戦
略 

特
別

賞
」
を
設
け
ま
し
た
。

■
開
催
日
時　

12
月
14
日
㈫

■
場
所　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

■
開
催
内
容

１
．
第
23
回
国
際
大
会
の
結
果

２
．
食
味
審
査

３
．
表
彰

４
．
講
評

■
審
査
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

津
南
町
長
、
十
日
町
地
域
振
興
局
農
業
振

興
部
副
部
長
、津
南
町
農
業
協
同
組
合
長
、

津
南
町
観
光
協
会
長
、
津
南
町
農
業
委
員

会
長
、
津
南
町
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員

会
長
、
津
南
町
稲
作
生
産
改
善
組
合
組
合

長
、
つ
な
ベ
ジ
会
代
表
、
国
際
名
稲
会
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

↑最優秀賞・優秀賞・特別賞を受賞されたかたがた

　

そ
の
他
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
森
口
幸
憲

様
、
そ
れ
に
並
ぶ
美
味
し
い
お
米
を
作
ら
れ

た
５
名
の
皆
様
、
改
め
て
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

最優秀賞

森
もり

口
ぐち

　幸
ゆき

憲
のり

優 秀 賞

鈴
すず

木
き

　正
まさ

人
と

高
たか

橋
はし

誠
せい

一
いち

郎
ろう

入　　選

株式会社 麓
ろく

丸
まる

山
やま

　茂
しげ

利
とし

農事組合法人 グリーンアース津南
みどり戦略 特別賞

農事組合法人 グリーンアース津南
（敬称略）
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津南病院 い ろ い ろ 発見!

　我が国では、少子高齢化が急速に進んでいくことが見込まれており、既存のサービスだ

けでは高齢者・介護認定者を支えられない現実があります。こうした現状を受け、国は地

域の力も存分に使って、高齢者を支える（住み慣れた地域で生活を続けることを目指す）

仕組みに変えようと取り組みを行っています。これが【地域包括ケアシステム】です。地

域包括ケアシステムの普及が進むことで、介護・医療の連携が強まり、在宅医療の土台が

整備されると言われています。

　津南病院でも在宅医療・退院支援に力を入れています。患者様がスムーズに生活の場に

戻ることが出来るよう、入院時から生活状況の把握をし、退院後に必要な支援・介護サー

ビスなどについて、院内外の多職種で検討を重ね、地域（自宅や施設）へ引き継いでいます。

【地域包括ケアシステム】を

　　　　　　知っていますか？

津南病院長　林　裕 作

▶︎次回は、チーム医療を支える「看護部」について紹介します。

第1回



町
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
町

民
の

皆
さ

ま
に

は
、

日
頃

か
ら

町
政

運
営

に
ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
、

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

　
津

南
町

は
“

希
望

と
愛

、
参

加
で

き
る

ま
ち

づ
く

り
〜

未
来

を
つ

く
る

 子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
 い

ま
、

立
ち

上

が
ろ

う
〜

”
を

基
本

理
念

に
町

政
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
希

望
・

愛
に

あ
ふ

れ
る

津
南

町
に

す
る

た
め

に
、

皆
さ

ま
の

町
政

に
対

す
る

貴
重

な
ご

意
見

・
ご

要
望

を
「

な
ん

で
も

便
り

」
で

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。

津
南

町
町

長

　
お
寄
せ
い
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
は
、
責
任
を

持
っ
て
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
FA
X
や
な
ん
で
も
メ
ー
ル
、
担
当
部
属
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
メ
ー
ル
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
］

津
南
町
役
場
 総
務
課
 総
務
班

T
E
L 
7
6
5
- 3
1
1
2
　
FA
X
 7
6
5
- 4
6
2
5

やまおりやまおり

やまおりやまおり

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

0
9

7
8

8
4

9

（
切

手
を

貼
ら

ず
に

　
　

お
出

し
く

だ
さ

い
）

料
金

受
取

人
払

郵
便

差
出

有
効

期
間

2
0
2
3
年

2
月

2
0
日

ま
で

十
日
町
局

承
　
認

２
津 南 町 大 字 下 船 渡 戊 五 八 五 番 地

津 南 町 役 場

　 　 総

 務 課   総 務 班 行

︵ 受 　取 　人 ︶

用
紙
の
使
い
か
た

※
の
り
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
稿
原
稿
用
紙
の
面
を
内
側
に
折
っ
て
「
の
り
し
ろ
①
」

と
「
の
り
し
ろ
①
」、「
の
り
し
ろ
②
」
と
「
の
り
し
ろ
②
」

を
貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

次
に
「
の
り
し
ろ
③
」「
の
り
し
ろ
④
」「
の
り
し
ろ
⑤
」

を
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
合
わ
せ
、
あ
て
先
が
表
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
貼
り
合
わ
せ
た
ら
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

①
①

②
②

③
③

 ④
④

⑤
⑤

の 　 り 　 し 　 ろ 　 ⑤

の
　
り
　
し
　
ろ
　
③

の
　
り
　
し
　
ろ
　
④



キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

住 所

回答について □ 回答を希望する　　□ 回答を希望しない
〒　　　　　　ー

キリトリ線に沿って切り取り、のり付けしてから投函してください。
FAXをお持ちのかたは、この面だけ送信していただいても構いません。

※町政とは関係のない内容や個人・団体を誹謗、中傷するような内容は固くお断りします。

年　　　月　　　日

なんでも
便り

氏 名 性 別　　　□ 男　　　　□ 女

年 齢 電話番号

（■を入れてください）

の　り　し　ろ　⑤

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　④

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　③

町政についてのご意見、ご要望をお寄せください
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【お問合わせ】
新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院　総務係

電話　025-777-3200

令和３年４月に開設したからだにやさしい治療センターをご紹介します。
動画をWeb配信（YouTube)しますので、是非この機会にご覧ください！！

【視聴方法】
　当院のホームページ（https://www.uonuma-kikan-hospital.jp/）
にアクセス後、画面中央部にある市民公開講座をクリックして、
視聴したい動画を選択して、ご覧ください。
事前予約は不要、視聴も無料です。

【共催】
湯沢町/南魚沼市/魚沼市
十日町市/津南町

第１部〔令和4年１月20日（木）～令和4年１月26日（水）〕
からだにやさしい治療センターのご紹介 からだにやさしい治療センター長　加嶋　克則

・からだにやさしい肺がん手術
・腹腔鏡下子宮全摘術 －子宮筋腫・子宮腺筋症の治療－
・がん死亡数２位　増加する大腸がんの早期発見と治療のコツ

呼吸器外科　橋本　毅久
産婦人科　加嶋　克則

消化器一般外科　佐藤　　洋

か しま かつのり

はしもと たけひさ

か しま かつのり

さ とう よう

第２部〔令和4年１月27日（木）～令和4年２月２日（水）〕
からだにやさしい治療センターのご紹介 からだにやさしい治療センター長　加嶋　克則

・血管内治療：止血からがん治療まで
・機能温存を目指した頭頸部がんの治療について
・からだにやさしい腰の手術

消化器内科　須田　剛士
耳鼻咽喉科　本田　耕平
整形外科　平野　　徹

か しま かつのり

す　だ たけ  し

ほん だ こうへい

ひら の とおる

第３部〔令和4年２月３日（木）～令和4年２月９日（水）〕
からだにやさしい治療センターのご紹介 からだにやさしい治療センター長　加嶋　克則

・低侵襲経鼻内視鏡的腫瘍切除術について
・ステージ４の膀胱がん患者を集学的治療で救う
・魚沼基幹病院のピンポイント放射線治療

脳神経外科　米岡有一郎
泌尿器科　西山　　勉

放射線治療科　川口　　弦

か しま かつのり

よねおかゆういちろう

にしやま つとむ

かわぐち げん
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
は
寅と

ら

年
と
い
う
こ
と
で
図

書
担
当
風
巻
も
年
男
で
す
。猛
虎
の
様

に
強
く
た
く
ま
し
く
進
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
公
民
館
及
び
図
書
室
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・・・
来
年
度
の
移
動
図
書
室

　

ひ
ま
わ
り
号
の
希
望
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？・・・

　

毎
月
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

来
年
度
新
た
に
私
の
集
落
に
も
来

て
欲
し
い
と
い
う
方
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
町
公
民
館（
℡
７
６
５
‐

３
１
３
４
）に
１
月
31
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・・・
公
民
館
図
書
室

　
　
　

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
・・・

　

図
書
室
で
昨
年
１
年
間
貸
出
回
数
が

多
か
っ
た
本（
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
―
）の
う

ち
、「
小
説
」と「
絵
本
」に
つ
い
て
、ベ
ス

ト
３
を
紹
介
し
ま
す
。（
12
月
13
日
現
在
）

《
一
般
・
小
説
》

■
第
１
位　

貸
出
回
数
19
回

『
家
族
じ
ま
い
』	

桜さ
く
ら

木ぎ

紫し

乃の

	

2
0
2
0
年
6
月
出
版

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン
と
名
も
な
き

町
の
殺
人
』	

東ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

	

2
0
2
0
年
11
月
出
版

『
希
望
の
糸
』	

東ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

	

2
0
1
9
年
７
月
出
版

■
第
２
位　

貸
出
回
数
18
回

『
今
度
生
ま
れ
た
ら
』	

内う
ち

館だ
て

牧ま
き

子こ

	

2
0
2
0
年
12
月
出
版

■
第
３
位　

貸
出
回
数
15
回

『
ク
ス
ノ
キ
の
番
人
』	

東ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

	
2
0
2
0
年
３
月
出
版

《
絵
本
》

■
第
１
位　

貸
出
回
数
13
回

『
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
カ
ル
ノ
タ

ウ
ル
ス
』	

黒く
ろ

川か
わ

み
つ
ひ
ろ

	

2
0
1
4
年
６
月
出
版

■
第
２
位　

貸
出
回
数
12
回

『
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
う
み
を
わ
た
る
』

	

黒く
ろ

川か
わ

み
つ
ひ
ろ

	

2
0
1
3
年
11
月
出
版

『
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
ま
ち
が
い
さ
が
し　

み
ぎ
も
ひ
だ
り
も
す
み
っ
コ
編
』

	

主
婦
と
生
活
社	

	

2
0
2
0
年
７
月
出
版

『
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
を
さ
が
せ
３
』

	

主
婦
と
生
活
社

	

2
0
2
0
年
11
月
出
版

■
第
３
位　

貸
出
回
数
11
回

『
お
し
り
た
ん
て
い 

プ
プ
ッ
ゆ
き
や
ま

の
し
ろ
い
か
い
ぶ
つ
!?
』	

ト
ロ
ル

	

2
0
1
8
年
12
月
出
版

『
カ
レ
ー
の
お
う
さ
ま
』	

山や
ま

本も
と

祐ゆ
う

司じ

	

2
0
2
0
年
10
月
出
版

『
で
ん
し
ゃ
が
き
ま
し
た
』	

三み

浦う
ら

太た

郎ろ
う

	

2
0
1
7
年
２
月
出
版

『
ノ
ン
タ
ン
の
た
ん
じ
ょ
う
び
』

	

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ

	

1
9
8
0
年
12
月
出
版

　

同
率
ノ
ミ
ネ
ー
ト
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
本
を
借
り
た
覚
え
が
あ

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
昨
年
と
比
べ
て
み
る
と「
小
説
は
比

較
的
新
し
い
本
が
人
気
傾
向
」は
相
変

わ
ら
ず
で
し
た
。有
名
作
家
の
人
気
が

根
強
い
で
す
。一
方
絵
本
は
一
昨
年
の
傾

向
か
ら
す
る
と「
新
し
さ
が
人
気
に
影

響
し
づ
ら
い
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
昨

年
は
新
し
め
の
本
も
多
く
借
り
ら
れ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
シ
リ
ー
ズ
物
の
人
気

の
根
強
さ
も
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。

　

本
年
も
皆
様
が
多
く
の
本
と
一
緒
に

素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

■
休
館
日　

１
月
31
日
㈪
、２
月
28
日
㈪

AI支配で人は死ぬ。
―システムから外れ、自分の体で考える―

「令和の常識」はおかしなことだらけ。仮想現実、
グローバリズム、同一化の圧力・・・とシステム
化の進んだ現代社会では「脳」の肥大化を押し
進め、ヒトとしての調子が崩壊。現代人はジレン
マを抱え、自らモノを考え、動くことを放棄し、死
んだも同然の状況に陥っていく。

養老　孟司

広報ライブラリー
今月の１冊

1月 −睦
む

月
つ き

−

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『堂々と老いる』 ……………………………………毎

まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

出
しゅっ

版
ぱん

●『「定年」前後の手続きと生活プラン』
 …………………………………………………………………… 日

に

本
ほん

実
じつ

業
ぎょう

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

●『魔女トレ』 …………………………………………………… 日
にち

貿
ぼう

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

●『能面鬼』 ……………………………………………………五
い

十
が

嵐
らし

　貴
たか

久
ひさ

●『黄金旅程』 ………………………………………………………… 馳
はせ

　星
せい

周
しゅう

●『生を祝う』 ………………………………………………………… 李
り

　琴
こと

峰
み

【子どもの本】 
●『小学生から知っておきたいネットのルール』
 ………………………………………………………………………………… 新

しん

星
せい

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

●『ソラモリさんとわたし』 ……………はんだ　浩
ひろ

恵
え

●『那木野、伝説の森で』 ……………………西
にし

村
むら

　さとみ
●『なないろのクリームソーダ』 ……なんば　りな
●『しあわせぎゅ～っ！』 …………… ジーン・リーディ
●『かめれおんせん』 ………………………………………… 林

はやし

　木
き

林
りん

1月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

窓ま
ど

か
ら
射さ

し
込こ

む
冬ふ
ゆ

日び

柔や
わ

ら
か
し

寒か
ん

中ち
ゅ
う

見み

舞ま

い
の
葉は

書が
き

を
書か

き
ぬ	

江
村
美
智
代

服ふ
く

作づ
く

り
始は
じ

め
て
二に

年ね
ん

年ね
ん

齢れ
い

を

気き

に
せ
ず
派は

手で

な
柄が
ら

物も
の

選え
ら

ぶ	

北
村
ま
さ
子

気き

持も

ち
良よ

く
寒さ
む

い
風か
ぜ

吹ふ

く
冬ふ
ゆ

の
朝あ
さ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
洗あ
ら

う	

小
島
香
代
子

『
モ
モ
』
を
読よ

み
「
時と
き

」
と
向む

き
合あ

う
部へ

屋や

の
中な
か

朝あ
さ

焼や

け
時ど
き

に
我わ
れ

を
顧か
え
り

み
る	
江
村
大
輔

少し
ょ
う

雪せ
つ

に
土つ
ち

剝む

き
出だ

し
の
「
ど
ん
ど
焼や

き
」

火ひ

は
勢き
お

い
増ま

し
空そ
ら

へ
昇の
ぼ

れ
り	

津
端
恵
子

サ
イ
ダ
ー
の
泡あ
わ

弾は
じ

け
る
ご
と
爽さ
わ

や
か
に

電で
ん

話わ

の
む
こ
う
の
青せ
い

年ね
ん

の
声こ
え	

貝
澤
圭
子

「
県け
ん

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

」
と
紙か
み

に
書か

か
れ
て
駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

す
る

杉す
ぎ

並な
み

ナ
ン
バ
ー
が
目め

に
留と

ま
り
た
り	

関
谷
郁
子

　
　
　
　
　
　

道み
ち

端ば
た

に
並な
ら

び
咲さ

き
ゐい

る
秋コ
ス

桜モ
ス

の

花は
な

を
揺ゆ

ら
し
て
秋あ
き

雨さ
め

の
降ふ

る	

恩
田
久
美
子

君き
み

か
ら
の
イ
カ
を
さ
ば
く
と
専せ
ん

用よ
う

の

包ほ
う

丁ち
ょ
う

を
ま
ず
丁て
い

寧ね
い

に
研と

ぐ	

丸
山
直
子

大お
お

雪ゆ
き

を
降ふ

ら
せ
賜た

ま

い
し
神か

み

に
祈い

の

る

コ
ロ
ナ
禍か

の
下げ

界か
い

清き
よ

め
給た

ま

へ
と 

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
二
月
）

受じ
ゅ

診し
ん

日び

の
夫つ
ま

の
朝あ
さ

風ぶ

呂ろ

柿か
き

紅も
み

葉ぢ	

れ
い
子

金か
な

槌づ
ち

を
さ
が
す
軒の
き

下し
た

暮く
れ

早は
や

し	

房
　
良

去さ

り
難が
た

し
銀い
ち

杏や
う

落お
ち

葉ば

に
夕ゆ
ふ

日ひ

か
な	

渡
　
舟

ゑ
の
こ
ろ
を
振ふ

っ
て
父ち
ち

征ゆ

く
日ひ

の
あ
り
し	

千
年
雄

冠か
ん

木き

門も
ん

彩い
ろ

と
り
ど
り
の
落お
ち

葉ば

降ふ

る	

緑
　

マ
ス
ク
し
て
教け
う

育い
く

談だ
ん

義ぎ

母は
は

二ふ
た

人り	

壽
　
子

菊き
く

日び

和よ
り

媼お
う
な

卒そ
つ

寿じ
ゅ

の
祝い
は
ひ

か
な	

芳
　
司

遠と
ほ

山や
ま

の
雪ゆ
き

を
眺な
が

め
て
郷さ
と

し
の
ぶ	

妙
　

年と
し

重か
さ

ね
タ
オ
ル
背せ

中な
か

へ
木こ

の
葉は

髪が
み	

フ
ミ
子

白し
ら

壁か
べ

に
透す

か
し
模も

様よ
う

の
ご
と
映う
つ

る

光こ
う

背は
い

か
す
か
に
虹に
じ

色い
ろ

は
な
つ
（
新
潟
・
清
水
寺
展
文
殊
菩
薩
像
）

	

小
野
寺
恒
代

梅う
め

の
実み

を
計は
か

れ
ば
二に

十じ
ゅ
っ

キ
ロ
驚お
ど
ろ

き
の

令れ
い

和わ

三さ
ん

年ね
ん

初し
ょ

夏か

の
一い
ち

日に
ち	

高
橋
春
枝

十じ
ゅ
っ

本ぽ
ん

の
指ゆ
び

そ
れ
ぞ
れ
の
役や
く

目め

あ
り

両り
ょ
う

手て

合あ

はわ

せ
て
柏か
し
わ

手で

を
打う

つ
（
歌
集
「
砂
丘
」
終
刊
号
よ
り
）

	

内
山
キ
ク

カ
メ
虫む
し

の
異い

常じ
ょ
う

発は
っ

生せ
い

せ
る
年と
し

は

大お
お

雪ゆ
き

な
り
と
古こ

老ろ
う

の
言い

へえ

り	

麻
績
初
恵

わ
が
生い

き
し
証あ
か
し

と
な
る
子こ

等ら

四よ

人に
ん

ゐい

て

そ
れ
ぞ
れ
の
道み
ち

真ま

っ
直す

ぐ
歩あ
ゆ

め
（
歌
集
「
わ
れ
越
え
て
ゆ
け
」
よ
り
）	

	

滝
沢
勝
枝

除じ
ょ

雪せ
つ

す
る
家か

族ぞ
く

の
姿す
が
た

窓ま
ど

越ご

し
に

見み

て
い
る
だ
け
で
吾わ
れ

も
疲つ
か

れ
る	

風
巻
京
子

限か
ぎ

り
な
く
空そ
ら

澄す

み
わ
た
る
吾わ

が
里さ
と

の

梢う
れ

吹ふ

く
風か
ぜ

は
新は

春る

を
運は
こ

べ
り	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

疎そ

開か
い

せ
る
い
と
こ
家か

族ぞ
く

と
甘か

ん

味み

無な

き

お
は
ぎ
食は

み
た
る
戦せ

ん

時じ

は
る
か
に 

中
村
武
子
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＜実施された行事＞
〔12月〕
	 21日	 臨時全員協議会
	 22日	 議会広報特別委員会
	 27日	 津南地域衛生施設組合臨時会
	 	 （議長・組合議会議員）
〔１月〕
	 5日	 県町村議会議長会議長会議
	 	（議長）
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 6日	 議会広報特別委員会
	 6日	 議員定数等特別委員会

	 14日	 第１回臨時会
	 19日	 教育委員会との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）

＜今後予定されている行事＞
〔１月〕　
	 25日	 道路除雪状況調査
	 	（産業建設常任委員会）
	 25日	 ＪＡ・町農業委員会との懇談会
	 	 （産業建設常任委員会）
〔２月〕
	 4日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 6900日 中村チエ子(堂平）
 5900日 髙橋美佐子(見玉)
 4500日 涌井れい子(十二ノ木)
 1100日 石沢由美子（十二ノ木）
 600日 桑原　正（船山）
 300日 滝沢ヨキイ（大割野）
 200日 高浪ノエ(中子)

主な運動：テレビ体操、水中運動、健骨体操、ラジオ体操他

病
院
歳
時
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
日
、
N
H
K
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代

で
、『
病
院
の
待
ち
時
間
が
減
る
!?
　
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
改
革
の
ゆ
く
え
』と
い
う
番
組
が
放
映

さ
れ
ま
し
た
。ご
覧
に
な
っ
た
か
た
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。当
院
も
、待
ち
時
間
が
長
い
、と

い
う
お
叱
り
を
よ
く
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

真
剣
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
内
容
は
、患
者
様
の
デ
ー
タ
を
一
つ
の
病
院

だ
け
で
な
く
、地
域
の
色
々
な
病
院
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、無
駄
な
検
査
や
薬

の
重
複
を
防
ぐ
、と
い
う
も
の
で
し
た
。番
組

で
は
、香
川
県
や
佐
渡
で
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、当
地
域
の
う
お
ぬ

ま・
米
ね
っ
と
も
、優
良
な
デ
ー
タ
共
有
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
津
南
町
で
は
、十
分
に
活
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、加
入
者
及
び
加
入
団
体（
介
護
施
設
、医

院
、薬
局
な
ど
）が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。医

療
だ
け
で
な
く
、介
護・
保
健・
福
祉
で
デ
ー
タ

共
有
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、活
用
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
も
、是
非
、う
お
ぬ
ま・
米
ね
っ

と
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

う
お
ぬ
ま・
米
ね
っ
と
に
つ
い
て

町
立
津
南
病
院
　
院
長
　
林
　
裕
作

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替

に
よ
る
一
括
納
付
（
前
納
制
度
）
が

お
得
な
の
で
お
勧
め
で
す
。
４
月
末

日
か
ら
の
前
納
で
、
６
か
月
前
納

（
４
月
～
９
月
）・
１
年
前
納
（
４
月
～

翌
年
３
月
）・
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々

年
３
月
）
で
納
め
た
い
と
お
考
え
の

か
た
は
２
月
末
ま
で
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
の
場
合
は
、
口
座
振

替
を
す
る
金
融
機
関
の
通
帳
と
そ

の
口
座
の
届
出
印
を
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
と
印
鑑
（
認
印
可
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
で
必
要
な
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

や
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」、

「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
そ
の
他
「
年

金
振
込
通
知
書
」
な
ど
を
な
く
さ

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金

事
務
所
に
お
電
話
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ご
確
認
の
上
、

ご
本
人
様
か
ら
直
接
年
金
事
務
所

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
お
持
ち
の
か
た
は
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」（
登
録
無
料
）
か
ら
も
再
交

付
申
請
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
が

お
得
で
す

各
種
通
知
書
の

再
交
付
に
つ
い
て
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。旧
年
中
は
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
厚
情
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
理
念
で
あ
る「
つ
な
が
り
」を
大
切

に
し
て
、心
身
と
も
に
元
気
と
な
り
、笑
顔
あ

ふ
れ
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
１
月
９
日
㈰
か
ら

毎
週
日
曜
日
の
み
営
業
時
間
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
８
時
半
ま
で
と
な
り
ま
す
。日
曜
日
以

外
の
曜
日
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
午
後
２
時
に

営
業
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、お
間
違
え
の
無

い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も「
つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
開
館
時
間
が

毎
週
日
曜
日
の
み
10
時
と
な
り
ま
す

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に
！

体
育
の
空
き
時
間
で
運
動
し
ま
せ
ん
か

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
い
け
ど
、雪
道
を

歩
く
の
は
大
変
」「
食
後
の
血
糖
値
を
抑
え
る

た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
」

「
体
重
が
増
え
て
困
っ
て
い
る
」そ
ん
な
か
た

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
T
a
p
で
は
総

合
セ
ン
タ
ー
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、１
～

３
月
の
次
の
時
間
帯
を
解
放
し
ま
す
。外
の
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
体
を
動
か
せ
ま
す
。時
間
内
な
ら
ご

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
出
入
り
が
可
能
で

す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
１
月
17
日
㈪
以
降
の

　

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

※
３
月
21
日
㈪
は
お
休
み
。

　

毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
次
の
３
回
は
午
後
６
時
～
午
後
７
時
で
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

２
月
10
日
、３
月
10
日

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
貸
出
あ
り
。

■
利
用
料　

１
回
2
0
0
円
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
T
a
p
事
務
局

　

ま
で　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も

か
ら
津
南
の
素
敵
を
教
え
て
も
ら
っ
た
！
」、

「
い
っ
し
ょ
に
見
学
に
い
っ
た
際
に
、
子
ど

も
が
眼
を
輝
か
せ
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
感

動
し
た
！
」
な
ど
の
感
想
が
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
に
届
き
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
「
俺
は
津

南
町
に
誇
れ
る
も
の
な
ん
て
な
い
と
思
っ

て
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
。
で
も
俺
も
小

学
校
の
時
に
地
域
の
誇
れ
る
自
然
景
観
や
歴

史
文
化
を
学
べ
て
い
た
ら
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
故
郷
へ
の
思
い
や
考
え
が
変
わ
っ
て
い

た
と
思
う
よ
」
と
の
声
に
驚
く
と
と
も
に
あ

り
が
た
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
故
郷
へ
の
思
い
や
誇
り
は
、
強
い

郷
土
愛
を
醸
成
し
ま
す
。
児
童
ら
は
、
未
来

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
郷
土
を
愛
し
、
地

域
の
歴
史
的
環
境
に
誇
り
が
持
て
る
リ
ー

ダ
ー
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
津
南
町
で
は
保
育
園
や
小
学
校
を

中
心
に
年
齢
に
あ
っ
た
ジ
オ
学
習
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
津
南
小
学
校
４
年
生
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

彼
ら
は
３
年
生
の
と
き
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
津
南
町
・
栄
村
・
十
日
町
市
の
か

た
が
た
に
伝
え
た
い
！
広
げ
た
い
！
」
と
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
カ
ー

ド
」
作
成
に
取
り
く
み
ま
し
た
。
自
ら
が
ジ

オ
サ
イ
ト
を
巡
り
、
写
真
を
撮
影
し
、
調
べ

る
こ
と
で
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
16

種
の
ジ
オ
カ
ー
ド
の
中
に
は
稀
少
カ
ー
ド
で

あ
る
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
カ
ー
ド
に
「
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー
」

の
記
号
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
で
じ
ゃ

ん
け
ん
が
で
き
る
な
ど
大
人
に
は
考
え
ら
れ

な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
満
載
で
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
タ

イ
ム
ス
」
と
い
う
新
聞
を
作
成
し
、
津
南

町
内
・
栄
村
内
の
ほ
か
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー

ク
・
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
・
南
ア
ル
プ
ス
ジ

オ
パ
ー
ク
の
各
施
設
で
掲
示
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
目
線
で
の
魅
力
・
情
報
発
信
で
あ

り
、
ま
さ
に
親
善
大
使
の
役
割
を
担
っ
て

く
れ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
活
動
を
展
開
し
て

い
る
小
中
学
生
の
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
楽
し
み
で
あ
り
、未
来
の
夢
に
期
待
を
し
、

協
力
し
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ

ん
、
あ
り
が

と
う
！

糸魚川ジオパルでの展示の様子
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■人口9,057（−15）　男4,386（−８）　女4,671（−７）

■世帯数3,467（−９）　■転入／８　■転出／ 13　■出生／７　■死亡／ 17　■婚姻／１１月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第12回Myコレクション展
　会　期：1月15日㈯～ 2月27日㈰
　入場料：無料
　今年もさまざまなジャンルの個人

コレクションが集まりました。

　 外国のコイン・切手・ご当地カ

レー・ミニカメラ・拵（こしらえ）・古

銭など、秘蔵のコレクションの数々を

どうぞお楽しみください。

●「琥珀の勾玉づくり」体験
　日　時：2月23日㈷　13：30 ～ 15：30
　体験料：1,200円
　対　象：10才～大人
　縄文時代の遺跡から琥珀の装身具が見つかっています。琥珀を磨いて勾玉を作

りましょう。

●『縄文楽検定』開催のお知らせ
　日　時：3月6日㈰
　　　　 初級…13：00 ～ 13：50、中級…14：10 ～ 15：10、
　　　　 上級…15：30 ～ 16：40
　会　場：十日町市博物館
　津南町が加入する信濃川火焔街道連携協議会は、より多

くの人たちに縄文時代を楽しく学んでもらうため「縄文楽

(がく)検定」を開催しています。

　初級は四者択一式、中級・上級は四者択一と記述式で出

題します。合格者には認定証を進呈するほか特典があります。

　定　員：各級15名（応募多数の場合抽選）
　申込方法：往復はがき（各級1人1枚）に、検定級・住所・氏名・電話番号を記入

し、十日町市博物館（〒948-0072 十日町市西本町1丁目448-
9）へお申込みください。返信用はがきにも郵便番号・住所・氏名を
記入してください。

　申込締切：2月18日㈮必着
出題範囲など詳しくは、信濃川火焔街道連携協議会のホームペー
ジをご覧ください。

※新型コロナウィルス感染拡大の状況により、開催を中止する場合があります。

ご当地カレーコレクション

琥珀の勾玉

合格者特典

２月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

11日㈷ 13:30～14:30 ひょうたん細工 300 低学年以上

13日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー　～卯之木集落の森へ～ 500 中学年以上

20日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

23日㈷ 13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

27日㈰ 9:30～11:30 冬の縄文人の暮らし体験 1,000 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

藤ノ木結
ゆ

鶴
づ

乃
の

（反里口）
 康平さん
 楓さん

小島　理
り

椿
つ

（芦ヶ崎） 裕輔さん
 有美さん

金子　凪
な

夜
や

（相吉） 利久さん
 美映さん

石澤　律
りつ

希
き

（駒返り） 祐樹さん
 あい子さん

山本　稜
りょう

斗
と

（上野） 大輔さん
 智美さん

村山　タイさん	 （95歳・上段）

山田　英治さん	 （86歳・正面）

江村　　榮さん	 （101歳・恵福園なかつ）

大澤　巳作さん	 （94歳・外丸）

髙橋　和正さん	 （89歳・大割野）

恩田　尚利さん	 （98歳・鹿渡）

中山　シマさん	 （86歳・大割野）

山田　寛藏さん	 （94歳・所平）

髙野　　忠さん	 （97歳・かりんの里）

涌井　フミさん	 （95歳・穴山）

村山　正廣さん	 （87歳・上段）

宮内　友一さん	 （91歳・恵福園）

桑原　ヤイさん	 （96歳・反里口）

原　富壽男さん	 （74歳・鹿渡）

柿崎リン子さん	 （93歳・陣場下）

桑原マツノさん	 （102歳・反里口）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。年

始
か
ら
雪
が
降
り
、津
南
の
冬
ら
し
い
景
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。除

雪
作
業
を
す
る
頻
度
も
増
え
て
い
き
ま
す
が
、安
全
作
業
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。さ
て
、何
度
か
に
渡
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
お
作
り
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。今
回
の
記
事
で
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、確
定
申
告
相
談
会
場
で
も
申
請
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
だ
お

作
り
し
て
い
な
い
か
た
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　
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